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実施日
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運営管理者および
試験責任者への報告日

2000年　4月12日

2000年　4月14日

2000年　4月28日

2000年　4月28日

　　　信頼性保証担当者
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　　　　　　　　　　　　　　　試験実施概要

1　表題：　　　9，10一アントラキノンのオオミジンコ（伽ρ加招〃θ8刀∂）に対する急性遊泳阻

　　　　　　　　害試験

2．試験目的：　被験物質のオオミジンコ（加ρ加1∂瑠綴θ）に対する急性遊泳阻害試験を行い，

　　　　　　　　24および48時間後の半数遊泳阻害濃度（EiC50）および最大無作用濃度

　　　　　　　　（NOECi）を求める。

3．適用力’イドライン：本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類，急性遊

　　　　　　　泳阻害試験および繁殖試験」（1984年）に準拠した。

4．適用G　L　P：本試験は環境庁G　L　P規則に準拠した．

5．試験委託者

　名称：　　　　　環境庁

　住所：　　　　　〒100－8975　東京都千代田区霞が関一丁目2－2

委託担当者：　企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補

6．試験受託者：

　名称：　　　　　株式会社三菱化学安全科学研究所

　所在地：　　　　〒105－0014　東京都港区芝二丁目1－30

7．試験施設：

　名称：　　　　　株式会社三菱化学安全科学研究所　横浜研究所

　所在地＝　　　　〒227－0033　神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1000番地
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8．試験関係者：

　試験責任者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　4月28日）

　試弾担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　4月28日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　4月28日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　4月28日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　4月28日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　4月28日）

　分析担当者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　4月28日）

9．試験期間：　試験開始日　　　　　　　1999年11月16日

　　　　　　　試験終了日　　　　　　　2000年　4月28日

　　　　　　　暴露期間　　　2000年4月・2日～2000年4月14日

10．保管：

　　試験に関する下記の記録および試資料1ま，試験報告書作成後・・年間，当研究所試資料

　保管施設に保管する。その後の保管については別途協議の上定める。

　　　1）試験計画書，同変更の記録

　　　2）試験報告書

　　　3）生データ

　　　4）信頼性保証業務担当者の監査・査察記録

　　　5）被験物質

　　　6）その他必要なもの
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要 ヒ
日

試験委託者

環境庁

表　　題

　　　9，10一アントラキノンのオオミジンコ（伽ρ加1∂瑠醐∂）に対する急性遊泳阻害試験

試験番号

　　　9B460G

試験方法

　　　本試験は・OECD化学品テストガイドラインN・．202rミジンコ類，急性遊泳阻害試験およ

　　び繁殖試験」　（1984年）に準拠して実施した。

　　1）被験物質：　9，10一アントラキノン

　　2）暴露方式：　止水式，水面をテフロンシートで被覆

　　3）供試生物：　オオミジンコ（加p加ノ∂塑8刀∂）

　　4）暴露期間：　48時間

　　5）試験濃度（設定値）

　　　　　　　　　対照区・助剤対照区・0・400mg／L（分散可能最高濃度のみの限度試験）

　　　　　　　　　助剤濃度一定：100mg／L（テトラヒドロフラン使用）

6）試験液量：

7）連数：

8）供試生物数：

9）試験温度：

10）照明：

11）分析法：

100mL／容器

4容器／濃度区

20頭／濃度区（5頭／容器）

20±1℃

16時間明／8時間暗

H　P　L　C法
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結　　果

　　1）試験液中の被験物質濃度

　　　　被験物質の測定濃度が設定値の±20％を超えたものがあったため，各影響濃度の算出

　　　には測定値（幾何平均値）を採用した。

　　2）24時間暴露後の結果

　　　　半数遊泳阻害濃度（EiC50）：〉0，238　mg／L　（95％信頼限界：算出不可）

　　　　最大無作用濃度（NOECi）：　〉0．238mg／L

　　　　100％阻害最低濃度：　　　　＞0．238　mg／L

　　3）48時間暴露後の結果

　　　　半数遊泳阻害濃度（EiC50）：＞0、238mg／L　（95％信頼限界：算出不可）

　　　　最大無作用濃度（NOECi）：　＞0．238　mg／L

　　　　100％阻害最低濃度：　　　　＞0．238mg／L
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1　被験物質

　　1．1名称，構造式，物理化学的性状

　　名称：　9，1O一アントラキノン（ATQ）

　　CAS　　N〇一：　　　84－65－1

　　構造式：

　　　　　　　　　　　O

○ ○

0

分子式：　　C］4H802

分子量刈：　208．2

沸点列：　　379～381℃

融点刈：　　286℃

水溶解度2：不溶

比重刈：　　1．4（20℃）

オタタ／一ル／水分配係数（1og　Pジ1：土39

安定性掌2：　通常の取扱条件下で安定，酸化剤との接触に注意

その他‡2：　生分解性良好

＊1：HandbookofEnviro㎜㎝ta1DataonOrga血icCh㎝ica1s，3rded．

　　ed・byVerschuere几K，Y㎝NostrandReinho1dComPa凧NewYork（1996）

＊2：供給者提供資料

1．2供試試料

純度幸1：　　99．4％（GC法）

ロット番号‡1：　FGBO1

供給者：

供給量‡1：　50g

入手日：　　1999年9月3日

外観刈：　　淡黄色粉体

＊1：供給者提供資料
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L3　被験物質の確認および保管条件下での安定性

　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

入手した被験物質の赤外吸収スペクトル搬11定し，被験物質の特性が認められることを確

認した。試験終了時にも赤外吸収スペクトルを測定し，試験開始前に測定したスペクトルと

比較した。その結果，スペクトルに変化はなかったことより被験物質は保管中は安定であっ

たと判断された。

2 供試生物

D和名：

2）学名：

3）入手先：

4）入手日：

5）入手後の管理：

6）感受性の確認：

7）親の馴化：

8）供試令：

オオミジンコ

〃∂ρ力刀1θ〃∂8刀8

環境庁国立環境研究所

1995年7月18日

継代培養（最大飼育期間；4週間，換水頻度；少なくとも週3回）

基準物質（重クロム酸カリウム，試薬特級）による48時間の半数遊泳

阻害濃度（EiC50）ニ0、57mg／L（この値は当研究所における1998年6

月以降のEiC50値0、59～1．02mg／L（n二3）にほぼ一致する。）

馴化期間；2000年3月29日～2000年4月12日

暴露開始前2週間の親の死亡率は0％で休眠卵および雄の発生は認めら

れなかった。　（馴化条件は以下に示す。）

生後24時間令以内の幼体

馴化条件

1）飼育水：

2）飼育密度：

31水温：

4）照明：

5）餌：

6）給餌量：

希釈水（3．2参照）

1頭／80mL飼育水（25頭／2L）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

0刎orθノノ∂v〃18∂r／s

ミジンコ1頭当たり0．2mgC（有機炭素含量）／日
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3　試験方法

　3．1試験条件

　1）暴露方式：

　2）暴露期間：

　3）試験液量：

　4）連数：

　5）供試生物数：

　6）試験温度：

　7）照明：

　8）給餌：

止水式，水面をテフロンシートで被覆

48時間

100mL／容器

4容器／濃度区

20頭／濃度区（5頭／容器）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

無給餌

3．2　希釈水

　OECD化学品テストガイドラインNα211rオオミジンコ繁殖試験」に記載してある調製水，

Elendt　M4を用いた。成分表を付属資料一1に示した。

3、3　試験容器および恒温槽等

1）試験容器：

2）恒温槽二

3）水温計：

4）溶存酸素計：

5）p　H計：

100mL容ガラスビーカー，テフロンシート製蓋

塩ビ製水槽（恒温装置，ダイテック製　クールニットCL－80F）

横河電機製245502型

電気化学計器製DOL－10型

東亜電波工業製HM－40V型
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3．4　試験濃度の設定

　以下の表に示す予備試験（各2連，10頭／濃度区）結果に基づき，本試験濃度を次のよう

1こ決定した。

　本試験濃度：対照区，助剤対照区，α400mg／L（分散可能最高濃度のみの限度試験）

予備試験結果

濃度（mg／L） 遊泳阻害率

24時間後 48時間後

対照区 0／10 0／10

助剤対照区 0／10 0／10

0，040 0／10 0／10

0，120 0／10 0／10

0，400 0／10 0／10

3．5　試験液の調製

　被験物質を100mg秤取し・テトラヒド・フランで溶解して25mL碇容し，被験物質濃

度4000mg／しの原液を調製した・同時1こ被験物質を含まないテトラヒド・フランを助剤原

液とした。

　試験区には1000mしのメスフラスコに希釈水を入れ，上記被験物質原液を0．100mL添加し

て調製したもの（助剤濃度：100mg／L）を用いた。

　助剤対照区には被験物質のみを含まなし〕もの（助剤濃度二100mg／L）を調製した．

　対照区には希釈水のみを用いた。

調製時の試験液の状態（外観）は対駆，助剤対照区および第一濃度区において無色透明

であった。
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3．6　試験液の分析

全濃度区（但し・各1試験容器）について，暴露開始時と暴露終了時の各試験液0．75mL

を測定用バイアルに採取し・アセトニトリルを等量添加後HPLCにより分析した．アセト

ニトリルで調製した標準溶液（0・200mg／L）は，等量の水で希釈したものをHPLC測定試

料とした・各試験液の被験物質濃度は，標準溶液のピーク面積との比から定量した．

　詳細は付属資料一2に示した。

3．7　試験操作

試験液の水温諮存酸素濃度のHを測定後，ガラスピペットを用いて供試ミジンコを投

入し・その時点を暴露開始時とした・その際・ピペット内の飼育水が，全量で試験液量に対

して1％以内となるようにした・その後曝露終了時（暴露開始48時間後）まで飼育した．

暴露開始24および48時間後にミジンコの遊泳阻害数の観察を行った．試験容器を穏やカ、

に動かした後・15秒間泳げない場合は遊泳阻害されたとみなした（但し，遊泳とは水中を

泳げることを意味し・水底を這って動くものは阻害に含めた．水面で動くものについては，

水滴を落とす等の操作でミジンコを強制的に水中に沈めると遊泳するが，再び浮上した場合

には遊泳阻害に含めた・また証常な遊泳でない場合でも15秒間に1回でも水中を遊泳し

た場合は，阻害に含めなかった）。

水温・溶存酸素濃度およびpHは・暴露開始時および暴露終了時（暴露開始48時間後）

に，全濃度区（但し，各1試験容器）の試験液について測定した。

4　結果の算出

各濃度区でのミジンコの遊泳阻害数と供試個体数（20頭）から遊泳阻害率（％）を求め，

Binomial法・M・vingaverage法およびPr・bit法により，半数遊泳阻害濃度（EiC50）を算出

するが・本試験においては試験可能な最高濃度においても50％以上の阻害力§認められな

かったので，算出不可能であった．

また・ミジンコが遊泳阻害を受けない最高濃度区を最大無作用濃度（N・ECi）とし，全て

のミジンコが遊泳阻害を受ける最低濃度を100％阻害最低濃度とした。
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5　結果および考察

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　該当する事象はなかった。

5．2　試験液中の被験物質濃度

　暴露開始時および暴露終了時（暴露開始48時間後）に試験液中の被験物質濃度を測定し

た。その結果をTable1に示した。

　設定濃度に対して±20％を超える分析結果があったため，以下の値（半数遊泳阻害濃度，

最大無作用濃度および100％阻害最低濃度）は測定濃度の幾何平均値を基に示した。

5．3　半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　各時間における遊泳阻害率および半数遊泳阻害濃度（EiC50）をそれぞれTable2および

Table3に，濃度一遊泳阻害率曲線をFigure1に示した。

　48時間暴露の対照区および助剤対照区の遊泳阻害率は5％および0％，水面に浮いたミジ

ンコは共に0％であり，試験成立条件を満たした。

　以上の結果から，以下の結論を得た。

　　　　24時間EiC50：〉0．238mg／L（95％信頼区間：算出不可）

　　　　48時間EiC50：〉0．238mg／L（95％信頼区間：算出不可）

5．4最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度

　最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度をTable4および以下に示した。

　　　　24時間NOECi：　〉0．238mg／L

　　　　24時間100％阻害最低濃度：＞0．238mg／L

　　　　48時間NOECi：　〉0．238mg／L

　　　　48時間100％阻害最低濃度：〉0．238mg／L
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5，5試験液の水温，溶存酸素濃度およびpH

　試験液の水温をTable5，溶存酸素濃度をTable6，p　HをTable7に示した。

　水温はすべての濃度区で20±1℃で・溶存酸素濃度はすべての試験液槽で飽和溶存酸素濃

度（20．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．8mg／L）の60％以上であり，いずれも試験基準を満たし

た・p　Hはミジンコの飼育環境として適正範囲（6．0～8．5）内であった。

以　上

一15一



Table1 MeasuredConcentrationsoftheTestSubstancelnTest Water
（Stat　ic Conditions）

　　　Nominal

Concentration
　　　　（mg／L）

O　Hour

　new

Measuredconcentration（mg／L）

Percentof
Nomina1

48Hours

　　old

Percentof
Nominal

　Geome　t　r　i　c　Mean

During48Hours
　　　　（mg／L）

　　　　ControI

SolventControl

　　　　　　O．400

〈0．

〈0．

　　0．

001

001

361 90

〈0．

〈0．

　　0．

001

001

157 39 0．238

new：

old：

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter48Hoursexposure
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Table2 The　Numbers　of　I㎜obile伽加1∂（Percent　I㎜obility）

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

CumulativeNumbersoflmmobilized
　　　　　　　　　　（Percent　I㎜obi　l　i　ty）

、0∂ρ加i∂

24Hours 48Hours

　　　Control

SolventControl

　　　　　O．400
1
0
0

「
0
0
0

1
0
0

「
0
0
0
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Table3 CalculatedEiC50Values

Exposure

Period

（Hours）

Eic50

（mg／L）

　　　95－Percent

Confidence　Limits
　　　　　（mg／L）

Stat　i　s　t　ical　Method

24 〉0．238
～

48 〉0．238 ～　　　一＿

Table4

Couldnotbedetemined

TheEiC50valueandits95％c・nfidencelimitsc・uldn。tdetemined

bystatisticalmeth・dbecausethei㎜・bility・f助力刀18atthemaximum

concetrationlevelwaslessthan50％

　　　　NoObservedEffectC・ncentrati・n（NOECi）andL・westC。ncentrati。nin
　　　　lOO％1㎜obility

Exposure

Period

（Hours）

No　Observed　Effect

　　Concentration
　　　　　　（NOECi）

　　　　　　　（mg／L）

LowestConcentrationin

　　　　100％1㎜obility

　　　　　　　　　（mg／L）

24 ＞0．238 〉0．238

48 ＞0．238 〉0．238

一18一



Table5 Te叩erature

（StaticConditions）

　　　Nominal

Concentrat　ion

　　　（mg／L）

Temperature，℃
O　Hour

New
48Hours
　　Old

Contro1 20．1 20、0

SolventContro1 20．0 20．0

0．400 20．1 20．0

New：

Old：

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter48Hoursexposure
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Table6 DissolvedOxygenConcentrations

（StaticConditions）

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

DissolvedOxygenConcentration，mg／L
O　Hour

New
48Hours
　　Old

Contro1 8．8 8．7

SolventContro1 8．8 8．7

0．400 8．7 8．7

New：

01d：

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter48Hoursexposure
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Table7 pH　Val　ues

（StaticConditions）

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

pH

O　Hour

New
48Hours
　　Old

Contro1 8．4 8．1

SolventContro1 8．3 8．1

0．400 8．4 8．1

W
d
e
l
N
O

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter48Hoursexposure
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Figure1 Concentration－Response（Immobility）Curve

L

100
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70

馨
　　　60

台

＝　50
三
の
目　40

H 30

20
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0
0

一←24h
一ト48h

「

100

Measuredconcentration（mg／D

L　OOO
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付属資料一1

　希釈水の水質
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Tabl　e　A－1 Elendt　M4Medium　Reco㎜ended　by　OECD　Guidel　ine　No．211

Used　as　Di　lut　ion　Water

Macro　nutrients Concentration Uni　t

CaC12・2H20

MgSO4・7H20
KCl

NaHCO3

Na2SiO3・9H20

NaNO3

KH2PO4

K2HPO4

293．8

123．3

　　5．80

64．8

10．0

　0．274

　0．143

　0．184

mg／L，

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

Trace　elements Concentration Uni　t

H3BO3

MnC12・4H20
Licl

RbCl

SrC12・6H20
NaBr

Na2MoO4・2H20

CuC12・2H20

ZnC12

CoC12・6H20
KI

Na2SeO3

NH4VO3

Na2EDTA・2H20

FeSOぺ7H20

2．8595

0．3605

0．3060

0．0710

0．152

0．O160

0．0630

0．0168

0．0130

0．0100

3．25

2．19

0．575

2．50

0．9955

mg／L

mg／L

mg／L
皿9／L

mg／L

皿9／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

μ9／L

μ9／L

μ9／L

mg／L

mg／L

Vi　t　ami　nes Concentration Uni　t

Th　i　am　i　ne　hyd　roch　l　or　i　de

Cyanocobal　amine（B12）

Biot　ine

75．0

1．00

0．750

μ9／L

μ9／L

μ9／L
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付属資料一2

試験液の分析方法
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試験液の分析方法

1　試験液の分析方法

　各試験液0、75mLを測定用バイアルに採取し，アセトニトリル0．75mLを加え混合し，H

P　L　Cにより分析した。アセトニトリルで調製した標準溶液（0．200mg／L）は，等量の水で

希釈したものをHP　L　C測定試料とした。各試験液の被験物質濃度は，標準溶液のピーク面

積との比から定量した。

2　高速液体クロマトグラフィー（H　P　L　C）測定条件

（装置）

高速液体クロマトグラフ：

　ワークステーション：

　　　パソコン：
　　　プリンター：
　送液ポンプ：

　オートサンプラ：

　カラムオーブン：

　検出器：

　データ処理装置：

（条件）

　カラム：

　溶離液：

　流速：

　測定波長：

　試料注入量：

　カラムオーブン温度：

日立製作所製L－7000型　（No．1）
Windows　NT及びD－7000型HPLCシステムマネジャ

COMPAQPROLINEA590，テ’イスフ。レイ；171FS

CanonLASERSHOTLBP－A404F

L－7100型（2台）
L－7200型
L－7300型
L－7400型
D－7000型

Inertsil　ODS－3V，　5μm，4．6x150皿m

Acetonitrile80％，Water20％
i．O　mL／m　i　n

251nm

20μL
40℃

（GLSciencesInc．）
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3　検量線

　　被験物質の10mg／Lアセトニトリル溶液を調製し，順次，アセトニトリルで希釈して0，

　0・OIO，0・020，0・050，0・100，0・200、0・500，LOOmg／しの標準溶液を調製し，HPLC測

　定試料とした。横軸に濃度を（mg／L），縦軸にピーク面積（count表示）をとり，検量線を

　作成した。検量線の最小二乗法による直線回帰式の相関係数は，1．000であった。

4　検出限界

　　最小検出ピーク面積を100c・untに設定し，これに相当する試験液中の被験物質濃度

　0．001mg／Lを検出限界とした。

5　添加回収試験

　　HP　L　C直接注入法のため添加回収試験は実施しなかった。
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F　i　gure　A－2－1 CalibrationCurve

NQ Concentration

　　　（mg／L〉

Peak　Area
（count）

1
2
3
4
5
6
7
8

0

0．OlO

O．020

0．050

0．100

0．200

0．500

L　OO

　　　　0

　　995

　　1964

　5088
10282

21298

54260

107263

Y＝
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F　i　gu　re　A－2－2 Representativechromatograms

（1）StandardO．200mg／L，Ohr

O－7000悶：ATOルズ0130一レ‡’一ド0130．臼PT

　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システムマネーシ・ヤ　レホ。一ト

ー：・…4・1－
|　作成日時＝・・ノ図・1一

デー，無理用分析ヵイレ：ATO（9B4166）　　　　〃肪一ション：ATO

臨渇一ス・0130　　　　　　　　　A’仰：5
？ガ略：Std、0．鳳一〇daγ　　　　A’イ7レ，イプニU眠
注入量＝20．O　ul　　　　　　　　　　　　注入回数：1
，ン〕・レコ∫）卜：

　　　　　　　　　　　　　　　　知計弼プ＝腋C脅博ガ1
6

5

4

ヌ
5
制
禦
，
摯

3

2

1

0

ゼ→定量：面積

0．O　 O．5　　1．0　　1．5

閥0　像持時間　　富さ　　面積

ZO　　2－5　　3．0　　3．5　　4．0　　4．5　5．O

　長持時国｛■の

定量計算方法：面積髪

面積～　㏄

1 3．48　　　2552　　　216ε5　　　100．000　　　齢C

2552　　　216ε5　　　100．㎜

（2）Control；Ohr

凹000胤＝AIO聾ズ0127一琳㌔ト：012了．即丁

　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システム　マネーシ＋ヤ　レホーート

分鰯：・・！・4！1一■　　　・・ノ図！1212：・9

デー，鱒理用分析フ掃｝：ATO（9B4166〕　　　　η’”一ション：ATO

汗3・0127　　　　　　　　　パ価：2
切略二㎝t＿Oday　　　　　　パ佛，イプ：u甑
注入量：20，0■1　　　　　　　　　　　　注入回数：1
，）プ臼メ）ト：

　　　　　　　　　　　　　　　　掴けイプ：蹴C科耳レ：1

6

5

4

ン
ε
“
翠
か
撃

3

2

1

o

ピーウ定量二面積

O．O　O．5　τ．0　1．5 乞0　之5　3－0　3．5　4．0　4．55．O
　保持崎間（■h〕

定量計算方法＝面積～

国0　保持時間　　高さ　　面積　　面積～　BC

o 0　　0．000
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F　i　gure　A－2－2 Continued

（3）SolventControl，Ohr

D一フ000HS凹：　ATO　　シリース・　　0128　一　レ‡■一ト：　0128．RPT

　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システム　マネーシ嬬ヤ　レホ・一ト

鍛灘、111漏瓢，噴1：4／皿18
シ唾一ユ、0128　　　　　　　　　　　A・イァ膨：3
，ガ略：C5．一〇d町　　　　　　　　パ存”イプ：U眠
注入量：20、O　ul　　　　　　　　　　　注入回数：1
サ）プレコメント：

　　　　　　　　　　　　　　　　知マト舛プ：肌C脅ン鵜：1

）
5
側
想
中
華

z

1

o

O．O　 O．5　　1．0　　 1．5　　Z，0　　2」5　　3．0　　3．5　　4、0　　4、5　5．O

　　　　　　　　　　　　　　保持時間色i“〕

ピーケ定量：面積 定量計算方法＝面積～

固0　保持時間　高さ　面積　　面積，l　BO

0　　　0　　0．000

（4）0．400mg／Lnominal；Ohr

凹OOO｝燗：ATOシ誓一ズ0129一琳㌧ト＝Oiz9．R所

卜7000HPLCシス払マネージャ妹’一ト

ヨ繍：・・ノ・4！12一■

T→塾運用分析，討｝：ATO‘954166｝
シリーユ・：　0129

，ンプ路：　conc．1＿｛崩y

注入量：20．O　uI
サンプ轟コ’ント：

作成目時：DO／04！1213：30

7フ・ヨケーシヨン＝　ATO

A’ C了ル14
A’ C了鱒イプ：鳳
注入回数＝1

ウ叫，イプ肌C伽紘1

）
ε
魍
蟄
中
尊

ヨ
3

2

1

0

A

O・O　O・5　1・0　1・5　2・O　乞5　3．0　3．5　4．0　4．55．0

　　　　　　　　　　　　　　像持時間価in）

ゼーウ建量：面積 定量計算方法：面積瓢

榊0　保持時間　 高さ　　面積　　 面積～　BC

1　　3．4了　4589　39111　100．000　鵬

4589　39川　100．DOO
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Fi　gure　A－2－2 Continued

（5）StandardO．200mg／L，48hr

卜7000㎜二ATOシサーズ0138一瞬’一ト：0138．咀

卜7000HPLCシス払マネージャレホ㌧ト

2刷：e・ノ・4／　・■

丁一ｻ運用分捕循ATO鰍16G）
シトス．0138
†ンフ．ル名：　Std．0．2㎎／L

注入量＝20．0叫
サンプ旧’ント：

　　　作成e5寺：00／94／1415：22

　　　η’リケ→ヨン：ATO
　　　A’イアレ：8
　　　パイアのイプ1鳳
　　　注入回数＝1

ケ的ト，イプ＝卜PLc予ヤンネ匹：1

3．o

2．5

z　o

≧
〕
創
誤
中
華

1．5

1．0

O．5

o．o

ビ→定量：面積

O．O　O．5　　1．0　　1．5

帥。保持時間　高さ　面積

之0　25　3、0　3．5　4．0　4．55．O
　保持時間色iの

定量計算方法：面積、

面積、　BC

1 3、46　　2596　　21667　　　100、000　　陽C

2596　　　21667　　　100．000

（6）Control，48hr

0－7000HS鱈＝　ATO　　シリース●　　0132一　レ車・一ド　0132．RPT

　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システム　マネーシ・ヤ　レホ・一ト

ー…一2｡　作　一㎝／1一デ→塾理用分折77禍：ATO（9B4166）　　　　η勺ヶ→ヨ）：鋸O

ルズ：0132　　　　　　　　　パ佛二2
わプ｝名：oont．2出ly　　　　　　　　　　　　パ行”イプ：鳳
注λ量＝20．0“丁　　　　　　　　　　　　注λ目款：；
伽プ閣ルト：

　　　　　　　　　　　　　　　　ケ叫，イプ：肌C　fヤ）律1

》
5
島
廻
中
華

l
l
1
1．コ

1．O

o．5

o．o

ビーケ定量＝面積

O．0　0．5　　1．O　　U．5 Z．0　　2．5　　3．0　　3．5　　4．0　　4、5　 5．O

　保持時同（面の

定量計算方法：面積舗

翻0　保持時間　 高さ　　面積　　面積鷲　BC

o 0　0．000
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F　i　gu　re　A－2－2 Continued

（7）SolventControl，48hr

P一フ000　HS閣：　　ATO　　シリース・■　0133　一　レホ■一ト＝　0133．RPT

　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システム　マネーシ．ヤ　レホ・一ト

灘糊lll，縣撚墨rlr！141522

サンプニ名：Cs、＿2dヨy　　　　　　　　　　　　　　　　パィ了レ，イプニ』嗣K

注入量：20．O　ul　　　　　　　　　　　　注入回数：1
，），．塵コメント：

　　　　　　　　　　　　　　　　　ウロマト，イプ＝阻C　fヤンヰレ：　1

　　　　　3．O

　　　　Z5

〔〉

v
創
製
ゆ
撃

z　o

1．5

1．o

0．5

o．o

ビーウ定量＝面積

O、0　 0．5　　 1．0　　1．5 Z．0　　2．5　　3、0　　3．5　　4．0　　4．5　5、O

　像持暗闘伽i面

定量計算方法：面積瓢

”0　保持時間　 寓さ　　面積　　面積覧　BC

0 O　O．000

（8）0．400mg／Lnomina1；48hr

D－7㎜N：ATO汗ズー013了一障一一ト：0137．RPτ

　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システム　マネーシ・ヤ　レホ・一ト

ー＝・・一　 ｡　作　時：・・一5＝η
デ→麺理用分析井イレ：ATO（9B416田　　　　　アプ”一軸）：ATO
シサーズ：0137　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟●イ了鼻：下

切’絡：c㎝c、1＿2d鯉　　　　　　　パ行のイプ：捌k
注入黄：20、0ロ1　　　　　　　　　　　　注入回数：1
”フ■｝コ’ント：

　　　　　　　　　　　　　　　　　クロマトケィ）・：　HPLC　予ヤンネ匹：　1

｝
E
〕
廻
想
ゆ
摯

i
11．5
1．0

o．5

o．o

ゼーウ定量：面積

O．O　 O．5　　 1．0　　1．5

㎜　　保持時間　　富さ 面積

Z．O　　 Z＿5　　3．0　　3．5　　4．0　　4．5　 5．O

　録持時鼠色iの

定量計算方法：面積、

面積覧　5C

1
3．452512口043㎜．㎜胎
2612　　17043　　100．000

一32一




